
風
信

　

は
じ
め
に

　

昭
和
五
十
七
年
五
月
長
崎
歴
史
文
化
協
会
を
十
八
銀
行
故
清
島
頭
取
に
創
立
し
て

戴
き
、
そ
の
機
関
紙
と
し
て
同
年
八
月
二
十
五
日「
な
が
さ
き
の
空
」第
一
号
を
発
行

し
て
戴
い
た
。
そ
し
て
其
の
時
の
序
文
に
頭
取
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
お
ら
れ
る
。

　

長
崎
の
街
は
我
が
国
・
近
代
文
化
の
発
祥
の
地
と
し
て
文
化
史
上
特
別
な
地

位
を
占
め
…
そ
し
て
こ
の
歴
史
と
文
化
豊
か
な
地
域
文
化
を
研
究
し
地
域
文
化

の
向
上
に
寄
与
し
た
い
と
い
う
念
願
か
ら
長
崎
歴
史
文
化
協
会
を
設
立
い
た
し

ま
し
た
。
…

　

翌
五
十
八
年
九
月
、
清
島
頭
取
よ
り
、「
長
崎
く
ん
ち
は
長
崎
市
民
に
と
っ
て
も

日
本
民
俗
文
化
史
上
に
お
い
て
も
重
要
な
行
事
で
あ
る
の
で
、
毎
年
の
長
崎
く
ん
ち

の
事
に
つ
い
て
記
録
を
残
し
て
お
き
な
さ
い
」と
の
御
依
頼
が
あ
り
、
私
は「
な
が
さ

き
の
空
短
信
№
14
」に「
長
崎
く
ん
ち（
そ
の
一
）」を
掲
載
し
て
以
来
、
今
年
で

二
十
八
回
と
な
る
。

　

私
に「
長
崎
く
ん
ち
」の
事
を
先
輩
方
よ
り「
ま
と
め
て
み
な
さ
い
」と
言
わ
れ
た
の

は
昭
和
三
十
年
頃
か
ら
で
あ
っ
た
。
其
の
後
、
平
成
九
年
九
月
純
心
大
学
内
に「
長

崎
学
研
究
所
」が
開
設
さ
れ
、
其
の
研
究
誌
第
七
輯
に
私
の
論
考『
長
崎
文
化
考
』（
其

の
一
）を
御
取
り
上
げ
戴

い
た
。
同
書
の
序
文
に
片

岡
前
学
長
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　

長
崎
学
研
究
に
も
新
し

い
展
開
を
考
え
、
今
回
は

民
俗
学
の
分
野
の
論
考
を

集
め
て
み
た
い
と
考
え

た
。
長
崎
の
民
俗
学
の
分

野
と
い
う
と
長
崎
独
特
の

年
中
行
事
と
し
て「
長
崎
く
ん
ち
」が
あ
る
。
…
長
崎
文
化
の
遠
心
的
な
広
が
り

と
影
響
力
を
考
察
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
。
そ
の
様
な
視
点
か
ら
越
中
哲
也
氏

が
新
聞
・
雑
誌
・
機
関
紙
等
々
に
発
表
さ
れ
た
論
考
を
整
理
し
て
刊
行
す
る
こ

と
に
し
た
。

註
・『
長
崎
文
化
考
』は
長
崎
純
心
大
学
博
物
館
発
刊
で
販
売
書
籍
で
な
い
の
で
公
立
図
書
館
等

　
　

を
御
利
用
下
さ
い
。

　
そ
の『
長
崎
文
化
考（
其
の
一
）』第
三
編
に「
長
崎
く
ん
ち
考
」を
P
．
46
～
P
．
121
と
い

う
長
文
で
、
先
輩
方
の
論
考
を
学
び
な
が
ら
書
い
て
い
る
。

　
「
諏
訪
社
関
係
資
料
」に
よ
る
と
、
太
宰
少
弐
藤
原
慶
継
二
十
六
世
の
頃
同
家
に
は

青
木
氏
と
草
野
氏
の
両
家
が
あ
り
、
肥
前
松
浦
郡
草
野
に
住
し
て
い
た
唐
津
の
城
主

青
木
鎭
永
の
三
男
と
し
て
生
れ
た
賢
清
は「
役え
ん
の

小お

角ず
る

」の
修
験
道
を
修
め
神
の
如
き

人
で
、
武
力
に
も
長
れ
て
い
た
と
記
し
て
あ
る
。
其
の
後
、
佐
賀
扇
町
若
宮
神
社
に

住
し
、
長
崎
諏
訪
社
の
開
基
と
な
り「
大
僧
都
金
重
院
賢
清
法
師
」と
記
し
て
あ
る
。

　

青
木
賢
清
が
最
初
に
長
崎
に
来
た
の
は
元
和
元
年（
一
六
一
五
）で
あ
っ
た
と
言

う
。
そ
し
て「
元
和
九
年（
一
六
二
三
）、
再
び
長
崎
に
来
た
る
」と
記
し
て
あ
る
。
そ

れ
は
公
文
九
郎
左
ヱ
門
の
招
き
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
記
し
て
あ
る
。
そ
の
頃
、

公
文
氏
は
大お
お

窪く
ぼ

山（
今
ノ
長
照
寺
右
山
手
）に
住
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
公
文
氏
が

奉
祀
し
て
い
た
の
が
諏
訪
大
明
神
で
あ
っ
た
と
記
し
て
あ
る
。
こ
の
公
文
氏
は『
天

神
利
生
記
』に
よ
れ
ば「
天
拝
山
の
辺
中
原
庄
の
地
頭
に
公
文
外
記
左
ヱ
門
猛
虎

頭

人
也
」と
記
し『
諏
訪
社
重
宝
物
帳
』に
も
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
の
で
長
崎
の
諏

訪
社
は
公
文
氏
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

一
、
社
職
公
文
九
郎
左
衛
門　

譲
状
一
通　

元
和
九
年
癸
亥
春
二
日
賢
清

　
　
（
青
木
）法
印
へ
三
所
大
明
神
を
附
与
せ
し
時
の
譲
状
也

　

こ
れ
に
よ
っ
て
長
崎
の
諏
訪
社
は
青
木
賢
清
が
奉
祀
し
た
も
の
で
な
く
、
公
文
氏

に
よ
っ
て
長
崎
の
地
に
招
祀
さ
れ
た
神
社
で
あ
っ
た
と
考
え
る
と
、
博
多
の
古
文
書

に「
長
崎
の
諏
訪
社
は
博
多
土
居
町
に
あ
っ
た
諏
訪
社
を
移
し
た
も
の
で
、
今
も
土

居
町
に
其
の
社
跡
が
あ
る
」と
記
し
て
あ
る
資
料
が
あ
る
。

　

諏
訪
社
旧
記
の
一
つ「
諏
訪
社
由
緒
」に「
諏
訪
社　

今
の
諏
訪
町
辺
也
」と
記
し
て

あ
る
事
と
前
記
公
文
氏
関
係
文
書
と
一
致
す
る
よ
う
で
あ
る
。

　

長
崎
く
ん
ち
の
始
め

　
『
鎮
西
大
社
明
鑑
』に
諏
訪
社
は
じ
め
の
事
と
し
て

　

賢
清（
青
木
氏
）京
都
に
登
り
則
ち
吉
田
兼
英
に
謁
し
免
許
を
得
て
又
長
崎
に

帰
り
ぬ
、
時
に
寛
永
元
年（
一
六
二
四
）七
月
也　

尤
も
建
立
の
始
は
九
月
九
日

神
樂
湯
立
斗
り
也

　

其
の
後
、
寛
永
十
一
年（
一
六
三
四
）よ
り
九
月
七
日
よ
り
御
遷
宮
の
事
は
じ

ま
る
。
惣
町
よ
り
七
町
先
供
を
相
勤
め
諸
芸
を
成
す
。
午
刻（
正
后
）神
輿
渡
御

な
る
。
長
崎
村
の
郷
民
こ
れ
を
か
つ
ぐ
末
刻（
午
后
二
時
）御
旅
所
に
御
着
。
八

日
御
旅
所
に
御
遷
留
。
九
日
十
町
先
供
を
相
勤　

午
刻
神
輿
還
御
な
る
な
り
て

本
宮
に
遷
座
。
こ
れ
よ
り
湯
立
・
神
楽
・
流や
ぶ
さ
め

鏑
馬
等
御
祭
礼
の
儀
式
の
こ
り
な

く
相
調
也
。

　

こ
の
時
、
最
初
に
踊
を
奉
納
し
た
の
が「
音
羽
・
高
尾
の
二
人
の
傾
城
・
能
を
い

た
し
始
む
」と
あ
る
。
当
時
の
長
崎
の
傾
城
町
は
、
ま
だ
丸
山
町
寄
合
町
が
つ
く
ら

れ
る
以
前
で
当
時
の
傾
城
町
は
古
町
・
今
博
多
・
紙
屋
町
方
面
に
あ
っ
た
と
さ
れ
、

こ
の
時
の
奉
納
踊
が
本
踊
と
い
う
名
称
で
現
在
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
高
羽
・

音
羽
の
生
国
は
豊
前
中
津
の
人
で
黒
田
家
に
従
っ
て
い
た
と
記
し
て
あ
る
。
然
し
当

時
の
黒
田
家
は
博
多（
福
岡
）に
あ
っ
た
の
で
、
之
の
二
人
も
博
多
よ
り
来
り
、
今
博

多
町
方
面
に
住
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
当
時
の
奉
納
踊
の
こ
と
に
つ
い

て
、
青
木
永
繁
の『
諏
訪
社
実
録
』に
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。

　

奉
納
踊
、曲
舞
ま
た
は
切
、今
に
か
く
如
し
、是
を
小
舞
と
云
う
。
こ
の
小
舞
、

今
に
絶
る
事
な
く
出
て
こ
れ
を
勤
む

　

傘
鉾
の
こ
と

　

長
崎
の
傘
鉾
も
博
多
方
面
よ
り
伝
承
さ
れ
た
も
の
で
其
の
原
型
と
し
て
は『
筑
前

名
所
図
絵
』に
記
さ
れ
て
い
る
松
囃
子
図
を
参
考
に
さ
れ
る
と
よ
い
。
更
に
其
の
原

型
を
訪
ね
る
と「
京
都
祇
園
ま
つ
り
」の
山
笠
に
な
る
と
先
輩
方
に
お
教
え
い
た
だ
い

た
事
が
あ
る
。
た
し
か
に「
長
刀
鋒
」の
型
が
原
形
で
あ
ろ
う
が
、
京
都
の
鉾
に
も
時

代
と
共
に
大
型
に
な
り
囃
子
方
が
乗
り
込
む「
ダ
ン
ジ
リ
」と
一
緒
に
な
り
、
現
在
は

鉾
も
大
き
く
な
り
、
車
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
然
し
其
の
上
部
の
飾
物
だ
け
は「
カ

サ
ボ
コ
」の
面
影
を
残
し
て
い
る
。

　

長
崎
の
傘
鉾
も
旧
長
崎
市
立
博
物
館
所
蔵
の「
寛
文
長
崎
屏
風
」や
富
貴
楼
や
歴
史

三
九
八
号　

平
成
二
十
七
年
九
月
十
日

平
成
二
十
七
年
・
国
指
定
重
要
民
俗
文
化
財

　
長
崎
く
ん
ち
　
今
年
の
み
ど
こ
ろ（
其
の
二
十
八
）

文
化
博
物
館
所
蔵
の「
く
ん
ち
屏
風
」に
描
か
れ
て
い
る
当
時
の「
か
さ
ぼ
こ
」は
小
型

で
上
部
の
飾
り
物（
長
崎
で
は
ダ
シ
と
云
う
）も
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
事
が
理
解
さ

れ
る
。

　

長
崎
の
傘
鉾
が
次
第
に
大
型
化
し
た
の
は
一
七
五
〇
年
頃
か
ら
で
あ
ろ
う
と
私
は

前
述
の『
長
崎
く
ん
ち
考
』に
記
し
て
い
る
の
で
、
お
読
み
下
さ
る
と
よ
い
。

　

長
崎
の
傘
鉾
は
実
に
よ
く
趣
向
さ
れ
て
い
る
。
今
年
の
新
大
工
町
の
傘
鉾
の
飾だ
し

に

は「
紅
葉
の
下
に
鹿
」が
置
か
れ
て
い
た
り
、
新
橋
町
の
傘
鉾
の
飾
に
は「
香
炉
に
香
合

他
」が
配
さ
れ
て
い
る
事
、
諏
訪
町
の
傘
鉾
の
幕た
れ

に
は「
白
狐
」が
長
崎
刺
繍
さ
れ
て
い

る
事
等
い
ろ
い
ろ
と
考
え
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

　

奉
納
踊
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
に
由
緒
の
あ
る
も
の
が
趣
向
さ
れ
て
い

て
色
々
と
勉
強
さ
せ
ら
れ
る
事
が
あ
る
し
、
今
一
つ「
長
崎
く
ん
ち
料
理
」も
独
特
な

も
の
が
あ
る
。
そ
の
中
の
一
つ
に「
ザ
ク
ロ
な
ま
す
」が
あ
り
、
ド
ジ
ョ
ウ
汁
、
さ
ら

さ
汁
、
小
豆
ご
飯
等
が
あ
る
。
ま
た
、「
庭
み
せ
」も
忘
れ
ら
れ
な
い
行
事
で
あ
る
。

但
し
、
こ
の「
庭
み
せ
」の
行
事
は
明
治
以
降
に
始
ま
っ
た
も
の
で
、
其
の
昔
は「
庭
お

ろ
し
」と
い
っ
た
行
事
で
あ
っ
た
事
も
学
ん
で
お
か
れ
る
と
よ
い
。

　

尚
、
今
年
の
長
崎
く
ん
ち
案
内
誌
と
し
て
は
例
年
の
事
で
す
が
、
山
下
寛
一
氏
編

集
の『
長
崎
く
ん
ち
』（
呂　

紅
刊
）が
あ
る
の
で
御
参
考
に
し
て
く
だ
さ
る
と
よ
い
。

○
夏
休
み
を
終
え
、
九
月
よ
り
本
会
講
座
を
左
記
の
通
り
再
開
い
た
し
ま
す
。

一
、
毎
週
月
曜
十
時
半
よ
り
長
崎
学
講
座　
二
、
毎
週
水
曜
午
后
一
時
半
よ
り
水
曜
懇
話
会
。

三
、十
五
日（
火
）二
十
九
日（
火
）十
時
半
よ
り
古
文
書
を
読
む
会
。

四
、十
一
日（
金
）二
十
五
日（
金
）午
后
二
時
よ
り
長
崎
食
文
化
サ
ー
ク
ル
。

	

各
講
座
共
会
費
不
要（
資
料
代
各
自
）。
ご
自
由
に
御
参
加
下
さ
い
。

○
今
月
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
書
籍

一
、『
光
源
寺
ゆ
か
り
の
人
　々

原
爆
・
戦
争
・
戦
後
そ
れ
ぞ
れ
の
七
十
年
』長
崎
光
源
寺
ゆ

か
り
の
人
三
十
二
人
の
寄
稿
集
。戦
後
七
〇
年
、本
当
に
良
い
本
で
し
た
。涙
し
ま
し
た
。（
堀

田
武
弘
編
集
・
光
源
寺
刊
）読
書
希
望
の
人
は
長
崎
の
光
源
寺
ま
で
。

一
、『
小
曽
根
乾
堂　

謎
と
き
の
旅
』文
中
に「
乾
堂
は
日
記
も
手
紙
も
ほ
と
ん
ど
残
し
て
い
な

い
」と
著
者
は
記
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
今
回
の

乾
堂
史
は
良
く
ま
と
め
ら
れ
た
書
物
で
し
た
。
大
い
に
参

考
に
な
り
ま
し
た
。（
小
曽
根
吉
郎
・
育
代
編
述
）長
崎
新

聞
社
刊
。（
二
千
円
＋
税
）

越
中
　
哲
也

諏訪町傘鉾（昭和4年）


